
　 　

　

　

　令和元年度  神川町立青柳小学校
　             学校教育目標「なかよく　かしこく　たくましく」

　　　　　　　　　　学校だより
　　　　　　　　　　令和元年２月３日（月）
　　　　　　　　　 　　　　全校児童数１９９名 　Ｎｏ１１

新しい年を迎え、目標を実現させるために
３学期始業式の講話より

「２０２０年、今年はどんな目標をたてましたか。２学期の終わりから、振り返りをして、新年の目標

を立てましょう。という話をしてきました。みなさんは、神川町からも近い長瀞町出身で、県立皆野高

校で高校１年生からやり投げを始めた新井涼平選手を知っていますか。新井選手は、やり投げで日

本歴代２位の記録を持っていて、前回のリオ五輪で１１位に入賞し、今年の東京五輪でも活躍が期

待されている選手です。その新井選手は、「目標は他人に話すことで、目標がはっきりして、より実現

に近づく」と言っています。みなさんも、新年の目標を周りの人に話して、実現させましょう。」

御家庭でも、お子さんの目標が実現できるよう、応援してください。

租税教室を受講
１月１９日（金）６年生が租税教室を受講しました。本庄法

人会から講師の方をお招きして税金について学習しました。

税金は、国や都道府県、市町村に収めますが、その種類

は消費税、自動車税、所得税など、約５０種類もあるそうで

す。

その税金がどのように使われているのか、もし税金の制

度が廃止されたら生活がどう変わってしまうかなどを映像

を見ながら勉強しました。

繭玉（まゆだま）づくり
１８日の土曜日授業で、５年生が繭玉（まゆだま）づくりを

体験しました。繭玉とは、木の枝にまゆの形に丸めた米粉

のだんごを多数つけたもので、神川町でもまゆの豊収を

祈って作り、飾られていました。５年生は、まゆの豊収と米の

豊作を祈り、米作り体験で収穫した米を粉にして、繭玉を作

りました。カラフル繭玉は職員玄関に飾ってありますので、

ぜひ御覧ください。

合唱練習始める

６年生が卒業式の最後に全員で合唱する「ふるさと」の練習

を始めました。音楽担当の真下教諭に加え、大学まで声楽を

勉強した揖斐先生を特別講師として定期的に特別練習を行い

ます。合唱を聞いている人に６年生の思いが伝わるように気

持ちを込めて練習しています。３月２４日は、６年生の歌声が

響く卒業式となりますので楽しみにしていてください。



日 曜

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

木曜特別日課　６年生を送る会

閏日（うるう日）、４年に１度入る日　オリンピック・パラリンピックが開催される年

２月の行事予定

児童集会（児童会の引き継ぎ）

学級の時間・健康パトロール　青柳保育所との交流会

はつらつタイム　手作り弁当の日

はつらつタイム　町内防犯パトロール

木曜特別日課　フッ化物洗口　神川幼稚園との交流会　親子ふれあいの日・ノーメディアデー

朝チャレ（文章題）

読書タイム　

はつらつタイム

朝チャレ（作文）　金曜日課　ふれあいタイム（業間休み）

読書タイム　授業参観（１・２・３年生）　学校運営協議会

振替休日

朝チャレ（漢字・計算）　ふれあいタイム（業間休み）　アルミ缶回収

天皇誕生日（天皇の誕生日を祝う日、今上天皇（第126代天皇））

読書タイム　代表委員会　授業参観（４・５・６年生）　学校応援団会議

　　　　　　　　行　　事　　予　　定

建国記念の日（建国を記念する日、初代天皇とされる神武天皇の即位日、紀元前660年1月1日 (旧暦)）

朝チャレ（漢字・計算）　アルミ缶回収　避難訓練・防犯教室

音楽朝会　更正保護女性会あいさつ運動

読書タイム（読み聞かせ）

全校朝会　学校保健委員会　薬物乱用防止教室（６年生）

はつらつタイム　委員会活動

毎週水曜日はノー残業デーの取組
教職員の働き方改革の一環として、毎週水曜日は１７：００までの（定時１６：４０）退勤に取り組み

ます。保護者の皆様には、御理解の程よろしくお願いいたします。

第２弾 御家庭でも暗唱に取り組みましょう
児童は、４月から詩の暗唱に取り組んでいます。休み時間になると暗唱に挑戦する児童が校長室

を訪れます。１２月までの暗唱はほぼ全員が合格できました。１月と２月の詩は、１～３年生で「じゅげ

む」、４～６年生で「いろは歌」と「とりな歌」を暗唱します。特に、とりな歌は神川町出身の阪本百次郎

氏が作った歌です。ぜひ、御家庭でもお子さんと一緒に暗唱に取り組んでみてください。
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